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　半世紀を超え、今年度 52期生を送り出した竹の子学級。そのおこりを紐解いてみ
ました。
　創設された昭和 49年度、父兄へ宛てられた文書には次のように書かれています。

　「地域との関わりの中で子供たちの自立した成長を促し、伸び伸びとたくましく育てる。」
　竹の子学級創設時のその理念と、地域の人と人とのつながりを大切に育んできた先人達の思いをきちんと伝
え遺しながら、未来の好藤へ向けて紡いでいきたいと思います。
　これからも、ご参加・ご協力の程よろしくお願いします。（ご提案もお待ちしています！）

御父兄のみなさんへ　　～少年学級へ参加と協力を！！～
　農繁期の最中で大変おつかれのことと存じます。
　好藤小学校 6年生を対象として少年の健全な育成を目指した少年学級を開設すべく、別紙の通り昭
和 49 年度事業計画を作成しました。
　この学級を成功さすために皆様方の積極的なご参加と絶大なる御理解、御協力をいただきます様、
お願いを申し上げる次第であります。

（昭和 49 年 6 月 12 日　好藤公民館長　武田政雄）

　こうして始まった竹の子学級は、時代とともに少しずつ変化しながら、しかし現在まで脈々と続いてきまし
た。卒業生が成長し、巣立ち、帰ってきて指導者になり、親になり、その子どもがまた竹の子学級を卒業していく。
子どもの頃の記憶と照らし、当時は知らなかった地域のつながりに気付く。そんなことを繰り返しながら…。
　竹の子学級創設 3年目を終えた当時の主事は、竹の子学級へ託すその想いを、こう記しています。

　竹の子学級は子供達が学校教育外で社会や自然の中から団体生活を学べるよう、元気で活発で心豊
かな少年づくりを目指して社会教育、公民館活動として昭和 49 年度から開設しています。あの竹の
子のようにすくすくと天に向かって真っ直ぐ伸び、しかも折り目節目をもってほしいと願い名付けら
れています。
（中略）次に 3年間実施しての感想をまとめてみますと、初年度は無我夢中でとにかく 1つ 1 つを消
化する事が精いっぱいであり、初めての学級なもんですから予算もつかず、地域へも浸透がなってい
なくて自分で悩み苦しみながら 1つ 1つ積み上げてきた事を想起します。
　卒業式に参列して子供達の目がきらきら輝き立派な中学生を目指して卒業していくのを見るとき、
苦しみもふきとんで胸がつまり涙を禁じえませんでした。
（中略）巣立った先輩、現在の後輩が道などで出会ったときにあいさつをしているのを見るときはほ
ほえましく、又私にも気持ちよくあいさつを交わしてくれるのでさわやかな気持ちとなりうれしく思
います。
（中略）最後に…この竹の子学級を実施することによって子供の後ろにいるお父さん、お母さんとの
人間関係が出来ますし、その他地域の青年、V.Y.S などとも深く交わり公民館活動に理解と協力関係
ができ、みんなが連帯してよりよい村づくり町づくりができるものと信じます。そして巣立ちゆく子
供達に学校教育のみでは得られない『楽しくて良きふるさとの想い出』を残してやりたいと毎日頑張っ
ています。

（昭和 51 年 11 月 9 日　好藤公民館主事　清家正久）


